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営舎えいしゃの高窓たかまどががた〳〵と揺ゆれる

ばったのやうに塀へいの下したにくつゝいてゐる俺おれ達の上を

風かぜは横よこなぐりに吹ふき

芝草しばくさは頬ほゝを、背筋せすじを、針はりのやうに刺さす




兵営へいえいの窓まどに往ゆき来きする黒くろい影かげと

時ときどき営庭えいていの燈ひに反射はんしゃする銃剣じうけんを見詰みつめながら

おれは思おもふ、斃たふされたふたりの同志どうしを




同志どうしよ

おれは君を知らない

君きみの経歴けいれきも、兵営へいえいへもぐり込んで君きみが何なにをしたかも

兵営へいえいの高塀たかべいと歩哨ほせうの銃剣じゅうけんとはお互たがひの連絡れんらくを断たってしまった

おれは君きみたちが

おれが君きみたちを探さがしたやうに、あせりあせり熱心ねっしんに俺達おれたちに手てを差さし出だしたのを知しってゐる

おれと君きみとは塀へいを隔へだてゝめくら探さがしにお互たがひを求もとめ合あひ

おれの手てと君きみの手ては

すれ〳〵になったまゝ塀へいの間あいだで行ゆき違ちがったのだ




おれは想像さうぞうする

破やぶれたストーヴについて、不自由ふじいうな外出がいしゅつについて、封ふうを切きられた手紙てがみについて、不親切ふしんせつな軍医ぐんいについて、横よこっ面つらへ竹刀しないを飛とばす班長はんちょうについて、夜中よなかにみんな叩たたき起おこす警報けいほうについて、

無意味むいみな教練きょうれんのやり直なほしについて

君きみらがいかに行動かうどうを以もって同おなじ兵卒へいそつをアジったかを

そして

誰だれが戦争せんそうで儲まうけ、誰だれが何なんの恨うらみもない俺達おれたちに殺ころし合あひをさせるか、誰だれが死しを賭として俺達おれたちのために闘たたかひ、何なにが俺達おれたちを解放かいほうするかを

くたくたに疲つかれた演習えんしふの帰かへりに

半煮はんにえの飯めしをかきこむ食事しょくじの合あひ間まに

みなが不平ふへいをぶちまけ合あふ寝台しんだいの上うえで

いかに君きみらが全兵卒ぜんへいそつの胸むねの奥おくに沁しみ込ませたかを




その日ひ

　（忘わすれるな、二月ぐわつ二十六日にち！）

君きみたちは順じゅん々に呼よび出だされ

後うしろから欺だまし討うちに×（２）り倒たおされた

君きみたちの血ちはべっとりと廊下ろうかを染そめ

君きみたちの唇くちびるは最後さいごまで反戦はんせんを叫さけび続つゞけた




よし

たけり立たって兵士へいしらを宥なだめかねてやつらのひとりが自殺じさつせうと、よし

泥どろのやうに酔よっ払ぱらはせた兵士へいしらを御用船ごようせんへ積つみ込んで送おくり出ださうと

廊下ろうかに沁しみ込んだ君きみたちの血ちは

それで拭ぬぐはれたか

溢あふれ出でる血ちどろと共ともに口くちを衝ついて迸ほとばしった君きみたちの叫さけびは

それで消けされたか




おゝ今

消燈喇叭せうとうらっぱは夜風よかぜを衝ついて響ひびき渡わたり

窓まどはひとつひとつ闇やみに溶とけて行ゆく

おれは伸のび上あがり

かじかんだ手てを挙あげて仲間なかまに合図あいずをする

そして

俺達おれたちは立上たちあがりマントを捨すて

すばやく塀へいを乗のり越こえて突進とっしんする




俺達おれたちの手てにはビラがあり

俺達おれたちのポケットにはドスがある

ビラは眠ねむった営舎えいしゃを揺ゆり覚さまし

ドスは倒たふされた同志どうしの血ちを洗あらふだらう

風かぜよ

兵営へいえいの隅々すみずみまでこのビラを蒔まき散ちらせ！

塀へいよ

「兵士委員会を作れ！」

の叫さけびを営庭えいてい一ぱいに跳はね返かえせ！
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（１）四四　（２）斬
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